
金木町企画室 
金木町大字金木字朝II山323 
電話＠Ill（代表、内線40 

編集と発行 

昭和60年 5 月号 
一
 
一
 

p
 
 

(1） 金木だよ り （第229号、 

二博曾で
一ー”‘糾 

‘え・
γ・ ‘」J・  ‘ぐ‘ 

一 一 ，‘.  ． ‘ 一 

‘ー 】・ “ ‘ー ‘ 

難畿喜喜ニ 

,  

J七 

今や乗用型八条田植機 

「
五
月
ご
免
」
と
言
わ
れ
る

田
植
え
も
最
盛
期
。
豊
作
の
願

い
を
託
し
て
農
家
の
人
は
ネ
コ

の
手
も
借
り
た
い
程
の
忙
が
し

さ
で
、
健
苗
づ
く
り
か
ら
水
管
 
 

理
や
追
肥
作
業
に
入
リ
ま
し
た
。
 

今
年
の
町
内
作
付
面
積
は
、
 

千
六
百
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
田

植
え
は
今
月
十
五
日
頃
を
ピ

ー
 

ク
に
、
今
で
は
乗
用
型
田
植
機
 
 

を
利
用
し
て

一
日
ー
ヘ
ク
タ

ー
 

ル
か
ら
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
ず
つ
植

え
ら
れ
る
よ
う
に
な
リ
ま
し
た
。
 

田
植
え
が
終
る
と
補
植
を
早

目
に
行
い
、
水
管
理
が
般
も
重

要
と
な
り
ま
す
が
、
昨
年
は
イ

ネ
ミ
ズ
ゾ
ウ
ム
シ
が
発
生
す
る

な
ど
害
虫
や
病
気
の
発
見
に
も

目
を
配
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

町
で
は
「
背
空
教
室
」
を
開

き
今
後
の
管
理
を
指
導
し
ま
す

が
当
面
の
水
管
理
に
つ
い
て
次

の
と
お
り
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。
 

①
田
植
え
が
終
る
と
直
ち
に
一
一
 

ー
三
セ
ン
チ
程
度
の
浅
水
と
し
、
 

活
着
促
進
に
つ
と
め
、
分
け
つ

促
進
と
保
水
に
専
念
す
る
。
 

②
水
口
と
水
尻
の
調
節
は
天
候

と
生
育
状
況
に
応
じ
て
調
整
し
 

金
木
町
の
畑
作
に
お
け
る
基

幹
作
目
の

ー
つ
で
あ
る
．
た
ば

こ
栽
培
・
も
今
月
上
旬
に
は
、
 

畑
へ
の
定
植
も
終
り
、
七
月
上

旬
の
収
穫
に
向
け
て
管
理
に
目

を
光
ら
せ
て
い
ま
す
。
 

た
ば
こ
栽
培
は
、
収
穫
の
葉
 
 掛

流
し
か
ん
が
い
は
さ
け
、
ネ

ズ
ミ
穴
な
ど
に
よ
る
漏
水
防
止

に
つ
と
め
る
。
 

③
低
温
時
の
深
水
か
ん
が
い
は

上
位
葉
一
枚
を
完
全
に
水
面
上

に
露
出
す
る
。
 

の
冷
水
の
か
か
る
水
田
で
は
、
 

水
温
L
昇
の
た
め
ポ
リ
チ
ュ

ー
 

プ
や
分
散
か
ん
が
い
な
ど
行
い
 

一
枚
一
枚
に
何
度
も
手
が
掛
か

る
こ
と
か
ら
“
手
間
が

一
番
）
 

と
言
わ
れ
年
宋
ま
で
作
業
に
追

わ
れ
ま
す
。
 

等
級
に
よ
る
格
差
は
は
げ
し

い
も
の
の
反
収
に
し
て
三
十
万

川
か
ら
多
い
農
家
で
は
五
十
万
 
 稲

の
生
育
を
促
す
。
 

⑤
田
面
の
高
低
差
が
大
き
く
、
 

植
え
付
け
苗
が
水
没
す
る
水
田

で
は
、
畦
畔
板
か
仮
畦
畔
で
区

切
リ
水
位
を
調
節
す
る
。
 

な
ど
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。
 

一
日
】
ま
わ
リ
運
動
で
、
と

き
に
は
水
尻
の
移
動
を
す
る
な

ど
豊
作
に
結
び
付
け
ま
し
ょ
う
。
 

円
を
超
え
る
収
入
が
あ
り
、
主

に
更
生
部
落
や
川
倉
地
区
の
農

家
が
栽
培
し
て
い
ま
す
。
 

毎
年
こ
れ
か
ら
の
時
期
、
ヤ

マ
セ
や
か
ん
ば
つ
に
よ
る
．
葉

焼
け
ー
が心
配
さ
れ
、防
風
ネ
ッ

ト
や
た
き
火
に
気
を
便
っ
て
い

ま
す
。
町
内
作
付
面
績
は
、
」ハ

十
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
こ
れ
か
ら
土

寄
せ
の
作
業
が
始
ま
リ
ま
す
。
 

一
日
一
ま
わ
り
運
動
で
 

生
育
促
進
 

た
ば
こ
栽
培
 

反
収
三
十
万
ー
五
十
万
円
 

防風ネットを張るたばこ農家 



( 窮  2 2 9号） 金木だよ‘) (2) 

さくSまつりに450,000ズ 

lIR1t6O4l  5 )]' - 

人出最高はS日の150,000人 

昭
和

6
0年
度
 

行
政
協
力
委
員
決
ま
る
 

今
年
度
の
行
政
協
力
委
員
会
 

が
さ
る
四
月
二
十
三
日
役
場
会
 

議
室
で
開
催
さ
れ
次
の
と
お
リ
 

役
貝
が
決
ま
リ
ま
し
た
。
 

O
は
会
長
 
⑥
は
副
会
長
 

〇
は
常
任
委
員
 

▼
金
 
本
 

上
 
藤

枝
 
工

藤
善
四
郎

中
藤

枝
 
じ

藤
武

一
郎
 

0
下
藤

枝
 

E
藤
 
良
村

▼
川
 
介
 

湯
 
の
 
川
 
大
佐
賀
幸
雄

林
 
下
 

中
谷
 
豊
年

向
 
道
 
其

田
 
義
則
 

南
新

町
 
竹
内
美

代
志
 

L
山
道
町
 
白

川
 
昭
男

中
山
道
町
一
区
金
 

三
郎

中
山
道
町
二
区
中
村
 
宗
一

〇
ド
山
道
町
 
小

野
 
．ル
靖

美
晴
町
一
区
 
沢
田
 
陽
允

美
晴
町
二
区
 
中
谷
 
ム
ツ
 

O
昭
和
町
一
区
 
津
島
金
太
郎

昭
和
町
二
区
 
野
宮
 
弟

一

神
明
町
一
区
 
片
岡
八

r
雄
 

神
明
町
二
区
 
安
田
 

O
朝
日
町

一
区

朝
日
町
二
区

北
新

町
 

〇
小
川
町
二
区
 

▼
嘉
 
瀬
 

雲
省
野
団
地
 
神
島
 
恵

f
 

東
 

町
 
高
橋
 
喜

一
 

L
小
栗
崎
 
菊
地

由
太
郎

中
小
栗
崎
 
白
川
春
右
工
門

〇
ド
小
栗
崎
 
松
川
 
秀

光

＠
上

派

α
 

原
田
源
太
郎
 

哲
三
 

〇
L
昭
和
町

ド
昭
和
町

〇
本
 

町

冷
 
水
 

り
h・

 

●
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斎
藤
 

ノ」、 

川 
liii. 

区 

川 米 

’筒 

川」’ I'll. 

津 香 野 三 長 津 白 安 
島 山 呂 上 I己 島 川 田 

甚 
和 広 
雄 秀 II三「1i 郎 」正 光 

ド L ド Iト 

新 新 派 派 

町 町 'I. 'I. 

中派」

吃 古

崎 一洋 

ド

派」 

鎌

田 善光 

今 原 沢 沢 今 今 

後 畑I 車 

IIリ‘中 町 

角
川
 
正
男
 

松
江
正
太
郎
 

工
藤
 
サ
ダ
 

女
 

坂
 
中
谷
 

孫

一
 

三
潟
 
正
行

中
谷
 
由
松
 

0 
ト L 女 
字’i・： 
川 川 
野 野 坂 

川 川 田 
喜 

兼
春

文
則炎

 

請
治
 

代 
治 

0 
栄 本 
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田
 

町
 

竹
内
長
官
を
迎
え
 

八
百
人
が
堂
々
の
行
進
 

心ロいっ・’ン」・加寧看 

盛
況
の
う
ち
に
終
っ
た
金
木

さ
く
ら
ま
つ
リ
も
会
期
中
の
行

事
に
加
え
、
吉
幾
三
ブ
ー
ム
も

手
伝
っ
て
四
十
五
万
人
の
人
出

を
記
録
し
ま
し
た
。
 

四
月
ニ
十
八
日
の
開
会
式
で

は
，
原
田
一
実
県
議
を
は
じ
め

塚
本
中
里
町
長
ら

の
米
賓
を
迎

え
古
川
町
長
ら
が
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
。
桜
も
開
花
宣
言
さ
れ
、
絶
好

の
さ
く
ら
ま
つ
リ
と
な
リ
ま
し
た
。
 

西
北
五
地
方
妓
大
の
“
さ
く
 

竹
内
察
一
科
学
技
術
庁
長
官

を
迎
え
て
行
わ
れ
た
恒
例
の
金

木
北
部
消
防
団
定
期
連
合
観
閲

式
は
、
五
月
三
日
満
開
の
桜
の

中
、
芦
野
グ
ラ
ン
ド
で
開
か
れ

約
八
百
人
の
消
防
団
員
が
、
分

列
行
進
な
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。
 

金
木

・
中
里

・
市
浦
・
小
泊

の
二
町
二
村
の
消
防
団
で
組
織

す
る
金
木
北
部
消
防
団
連
絡
協

議
会

（
自
川
竹
治
会
長
）
は
、
 

全
部
で
三
十
三
分
団
、
六
ト
七

台
の
ポ
ン
プ
車
を
有
し
、
津
軽

北
部
を
火
災

か
ら
守
リ
防
火
に

勤
め
て
い
ま
す
。
 

式
は
、
花
火
を
合
図
に
芦
野

湖
畔
で
放
水
演
習
、
機
械
機

1
1
 
 

ら
ま
つ
リ
ー
も
今
年
は
会
期
を

二
日
間
延
長
。
千
七
百
本
の
桜
、
 

八
十
本

の
梅
、
約
千
本
の
松
が

色
彩
豊
か

に
芦
野
湖
周
辺
を
飾

り
、
会
期
中
見
事
な
コ
ン
ト
ラ

ス
ト
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
 

人
出
は
好
天
に
も
恵
ま
れ
初

日
か
ら
好
調
で
、
ソ
メ
イ
ョ
シ

ノ
が
満
開
の
五
月
五
日
に
は
、
 

史
上
最
高
の
十
五
万
人
を
記
録
。
 

こ
の
日
、
行
わ
れ
た
吉
幾
三
さ

ん
の
結
婚
式
も
人
気
を
呼
び
、
 
 

斜
陽
館
前
は
黒
山
の
人
だ
か
リ

で
交
通
規
制
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
 

会
期
中
の
好
天
続
き
も
最
終

日
の
六
日
に
は
、
あ
い
に
く
の

雨
で
、
花
見
客
も
と
だ
え
ま
し

た
が
、
占
め
て
、
四
十
五
万
人
 

（
さ
く
ら
ま
つ
リ
事
務
所
調
）
 

で
、
昭
和
五
十
六
年
の
五
十
一
一

万
二
千
人
に
次
ぐ
史
上
第
二
位
。
 

園
内
交
通
事
故
ゼ

ロ
。
迷
い
子

二
十
し
件
。
ゴ
ミ
の
量
七
十
ト

ン
。
出
店
二
（
八
軒
で
し
た
。
 

.
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5月3日の観閲式で祝辞を述べる竹内長官 



寺
 

町
 
藤
元
 

昭
遺

東
芦
野
町
 
小

田
桐
一
門

西
芦
野
町
 
阿
部
 

定
一

＠
浦
 

町
 
花

田
柾
五
郎

新

富
町
 

松
尾
 
好
一
一

若
松
町

一
区
 
津
島
 
ナ
ヲ

若
松
町
ニ
区
 
角
田
 
憲
司

若
松
町
三
区
 
磯
野
タ
ミ
子

若
松
町
四
区
 
石
川
 
孝
弘

見

崎
町
 
小

山
内
ト
シ
エ
 

O
三
軒

町
 
中
西
 

昭
治

上
沢
部
 

小
野
芋
勝
之
進

下
沢
部
一
 

白
川
 
秀
雄

旭
ケ
丘

一
区
 
北
沢
 
清

一

旭
ケ
丘
二
区
 
木
村
竹
千
代

旭
ケ
丘
三
区
 
相
内
 
修
三

大
東
ケ
丘
 

鈴
木
定
五
郎

雲
雀
ケ
丘
団
地

古
田
公

憲

芦
野
団
地
】
区
小山
内
久
太
郎

芦
野
団
地
ニ
区

白
川
浩
治

朝
日
団
地
 
前

田
 
晃

上

蒔
田
 
古
田
意

智
男

下

蒔
田
 

岡
田
喜
十
郎
 

原
 
前

田
 
一
雄
 

〇
上

古
 
町
 
鎌

田
 
清
 

O
下
古
 
町
 
鳴
海
為

之
助

新
誠

町
 
秋
元
 
梶
美

新
堤
町
一
区
 
三
上
 
英
俊

新
堤
町
二
区
 
鳴
海
 
尉
一
 

O
上
鍛
治
町
 
沢

田
 
繁
男

下
鍛
治
町
 
須

崎
正
之
助

上
中
柏
木
 
小
山
内
武
之
進
 

O
下
中
柏
木
 

小
野
 
正
一

▼
喜
良
市
 

〇
更
生
部
落
 
菊

地
 
良
治

西
岩
見
町
 
桑

田
 
直

一

⑥
束
岩
見
町
 
宮
崎
 

与
太

林
 

町
 
桑

田
清
三
郎

〇
野
 

崎
 
宮
崎

初
太
郎

北
本

町
 
西
村
 
晃

一

〇
ド

派
立
 
伊
丸

岡
兼
作

上
派
 
立
 

桑
田
 
邦
夫

南
本

町
 
三

L
 
修
一
一
 

O
上

柏
木
 

中
村
 
園
家

下

柏
木
 

中
村
 
利
宗
 

0 
神 

工 今 今
藤 

伸 垂 清
輝雄作

O

下 

町 

今 清作

川端

町 今 

垂雄 

双

葉

町 工

藤 

伸輝 

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
日
曜
営
業
案
内
 

▽
6
月
2
日

（
第
1
日
曜
日
）
 

飯
塚
商
店
合
5
21
5
5
5
5
 

▽
6
月
9
日

（
第
2
日
曜
日
）
 

三
上
石
油
か
5
21
2
3
7
0
 

▽
6
月
1
6日

（
第
3
日
曜
日
）
 

吉
万
石
油
廿
5
31
2
5
3
4
 

▽
6
月
2
3日

（
第
4
日
曜
日
）
 

黒
川
石
油
。
5
31
2
7
3
2
 

▽
6
月
3
0日

（
第
5
日
曜
日
）
 

金
木
農
協
川
倉
支
所
 

一
 (

 

吉
幾
三
さ
ん
に
 

特
別
功
労
褒
賞
 

ー日当り 

か
さ
く
ら
ま
つ
り
4
 

最
終
日
の
六
日
、
農
業

者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
で
は
、
第
2
0回
西

北
身
体
障
害
者

ス
ポ

ー
 

ッ
大
会
が
開
か
れ
、
約

五
百
三
十
人
の
選
手
、
 

応
援
団
で
賑
い
ま
し
た
。
 

西
北
地
方
十
四
町
村

の
身
障
者
を
一
堂
に
介
 
 

の
点
検
、
模
擬
訓
練
と
続
き
、
 

竹
内
長
官
が
来
賓
を
代
表
し
て
 

「
社
会
、
生
活
の
中
で

一
番
大

切
な
安
全
を
守
る
こ
と
を
、
皆

さ
ん
の
消
防
活
動
に
お
い
て
実

現
し
、
今
後
も
消
防
魂
を
遺
憾

無
く
発
揮
し
、
精
進
し
て
く
だ

さ
い
い
と
激
励
し
ま
し
た
。
こ

の
あ
と
、
古
川
町
長
を
は
じ
め

各
首
長
の
観
閲
の
も
と
幼
年
防

火
ク
ラ
プ
を
先
頭
に
分
列
行
進

を
披
露
し
、
二
百
八
人
に
消
防

長
官
表
彰
や
県
知
事
表
彰
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
 

金
木
町
の
名
声
を
全
国
に
促

し
て
く
れ
た
、
古
幾
三
さ
ん
に

特
別
功
労
褒
賞
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
 

五
月
四
日
、
晴
天
の
下
で
行

わ
れ
た
授
与
式
に
は
、
関
係
者

約
六
十
人
が
出
席
。
会
場
の
資

料
館
前
は
約
二
百
人
の
見
物
客

で
賑
い
ま
し
た
。
 

ご
両
親
も
出
席
し
た
式
は
、
 

古
川
町
長
が
 
「全
国
に
．金
木
一

の
名
を
広
め
て
く
れ
た
こ
と
に

対
し
感
謝
に
絶
え
な
い
い
と
述
 

ノ
《

、
 

電
、
 

"
 

べ
褒
賞
状
と
記
念
品
を
手
渡
し

ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
た
吉
さ
ん

は
「
こ
れ
か
ら
も
郷
土
津
軽
と

北
を
テ
ー
マ
に
し
た
詞
を
書

い

て
い
き
た
い
、

こ
れ
か
ら
も
よ

ろ
し
く
い
と
謝
辞
を
述
べ
、
喜

び
を
か
み
し
め
て
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
翌
五
日
に
は
、
斜
陽

館
で
結
婚
十
年
目
に
し
て
晴
れ

の
式
と
披
露
宴
を
千
昌
夫
夫
妻

の
媒
的
で
挙
げ
、
奥
さ
ん
の
寿

佐
子
さ
ん
と
感
激
し
て
い
ま
し

た
。
 

ス
ポ

ー
ツ
大
会
に
五
百
三
十
人
 

トレセンで行われたスポーツ大会 

し
て
行
わ
れ
た
こ
の
大
会
は
、
 

争
な
ど

ユ
ニ
ー
ク
な
競
技
で
、
 

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
体
力
の
増
 

選
手
、
応
援
団
と
も
に
楽
し
い
 

強
と
機
能
回
復
は
も
ち
ろ
ん
、
 

一
日
を
満
喫
し
ま
し
た
。
 

身
障
者
相
互
の
親
睦
を
目
的
に
 
結
果

は
次
の
と
お
リ
で
す
。
 

障
害
区
分
に
応
じ
た
種
目
が
設
 

第

一
位
 
市
浦
村
 

け
ら
れ
、
金
木
か
ら
二
＋
六
人
 

第
二
位
 
鶴
田
町
 

が
参
加
。
宝
さ
が
し
や
借
物
競
 

第
三
位
 
深
浦
町
 

町褒賞を受ける吉幾三さ ん 

、， 一了 ‘ 一~ーー―- 



踊一
 
菜
採
り

シ
ー
ズ
 

麟
‘
 

山
火

事

と
遭

難
 

を
本
人
や
家
族
が
負
担
す
る
 
得

を
今

一
度
確
認
し
事
故
の
な
 

田
帰
宅
時
間
を
過
ぎ
て
も
帰
ら

用
を
本
人
や
家
族
が
負
担
す
る
 
得

を
今

一
度
確
認
し
事
故
の
な
 

山
の
捜
索
活
動
は
多
額
の
費
 
楽

L
い
山
菜
採
リ
も
人
山
心
 

隊
に
知
ら
せ
る
方
法
を
と
る
。
 

入
山
十
章
 
雄
．

っ
来族
に
話
し
て
 

ン
ー
ズ

ン
 

議
護

競
疑

・
 

争
と
遭
難
事
故
を

な
く
そ
う
 
囲
」
「
讐
譲

薮
 

ン
 

事
故
を

な
く
そ

う
 

．’  
*i il益纏綴，IItIaiftD譲生 

昨年11月末、下北郡脇野沢村の“野猿公園、から 

“芦野児童動物園、、がもらい受けた、北限の猿、に

去る3月30日、赤ちやんが誕生しました。 

麟
三
‘
 

自
然
食
ブ
ー
ム
を
反
映
し
〉
 

山
菜
採
り
を
楽
し
む
人
が
年
々

増
え
、
日
曜
、
祝
日
と
も
な
り

ま
す
と
山
々
は
大
変
な
賑
い
を

見
せ
ま
す
。
ま
た
マ
イ
カ
ー
の

普
及
に
よ
り
、
誰
も
が
気
軽
に

入
山
で
き
る
た
め
、
例
年
こ
れ

か
ら
の
時
期
、
遭
難
事
故
や
山

火
事
が
絶
え
ま
せ
ん
。
 

昨
年
は
、
ワ
ラ
ビ
、
タ
ケ
ノ

コ
な
ど
の
山
菜
採
り
で
県
内
十

二
人
の
遭
難
者
が
あ
り
、
こ
の

う
ち

一
人
が
行
方
不
明
で
ま
だ

見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
 
 

こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
 

口
薄
着
せ
ず
、
簡
単
な
雨
具
、
 

マ
ッ
チ
の
ほ
か
食
徴
を
多
め

に
持
つ
。
 

目
家
族
な
ど
に
山
の
コ
ー
ス
帰

宅
時
間
、
同
行
者
な
ど
を
知

ら
せ
る
。
 

叫
地
理
の
わ
か
ら
な
い
山
に
は

入
ら
な
い
。
 

を
す
る
。
 

因
団
体
で
入
山
し
た
と
き
は
、
 

集
合
時
間
、
場
所
、
コ
ー
ス

な
ど
を
打
合
せ
、
必
ず
守
る
。
 

旧
入
山
し
た
ら
、
お
互
い
呼
び

合
っ
て
位
置
を
逮
絡
し
合
う
。
 

今
年
は
「
国
際
森
林
年
」
で

十
ノ
。
 

住
宅
、
家
具
、
楽
器
な
ど
、
 

私
た
ち
の
ま
わ
り
に
は
木
か
ら

作
ら
れ
た
も
の
が
た
く
さ
ん
あ

リ
ま
す
。
 

森
林
は
、
空
気
を
浄
化
す
る
、
 

水
源
を
守
る
、
山
崩
れ
や
洪
水

を
防
ぐ
ー
。
こ
う
し
た
機
能
に

加
え
、
敢
近
は
レ
ク
リ
ェ
ー
シ

ョ
ン
と
健
康
増
進
を
兼
ね
た
，
 

森
林
浴
・
な
ど
の
保
健
休
養
の

働
き
も
、
大
い
に
注
目
さ
れ
て
 
 

い
ま
す
。
 

「
国
際
森
林
年
」
は
、
世
界

の
人
々
に
“
緑
》
の
効
用
を
呼

び
か
け
、
減
少
を
続
け
る
世
界

の
森
林
に
歯
止
め
を
か
け
よ
う

と
、
昨
年
十

一
月
に
F
A
o
(
 

国
連
食
撮
農
業
機
関
）
が
決
譲

し
た
も
の
で
す
。
 

金
木
町
の
約
七
割
を
占
め
る

森
林
は
、
町
に
は
な
く
て
は
な

ら
な
い
財
産
で
す
。
入
山
の
際

火
の
元
に
は
十
分
注
意
し
、
緑

を
山
火
事
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。
 

，疎
 

生
ま
れ
た
子
猿
は
ォ
ス
で
、
 

ボ
ス
猿
二
世
。
母
猿
に
し
っ
か

リ
抱
か
れ
、
目
を
キ
ョ
ロ
キ
ョ

ロ
さ
せ
て
い
ま
す
が
、
他
の
猿

が
近
づ
く
と
母
猿
も
必
死
。
我

が
子
を
か
ば
い
け
ん
か
す
る
一

幕
も
あ
リ
ま
し
た
。
そ
れ
で
も

親
か
ら
離
れ

一
匹
で
遊
ぶ
光
景

も
見
ら
れ
、
訪
れ
る
子
供
た
ち

に
愛
き
ょ
う
を
振
リ
舞
き
、
動

物
園
一
の
人
気
を
呼
ん
で
い
ま
 

今
ま
で
の
猿
は
、
老
令
化
し

て
数
が
増
え
な
い
こ
と
か
ら
、
 

県
自
然
保
護
課
を
通
じ
て
、
オ

ス
、
メ
ス
各
四
匹
を
も
ら
い
受

け
ま
し
た
が
、
生
物
し
か
食
べ

ず
、
野
性
狼
の
特
徴
を
示
し
て

い
ま
す
。
 

昭和60年 5 月号 	 （第229号） 金木だより （4 

と
に
も
な
り
ま
す
。
 

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

な
い
と
き
は
、
警
察
に
知
ら

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

入
山
十

章
 

日
天
気
子
報
を
よ
く
確
め
る
。
 

国
自
分
の
休
力
に
合
っ
た
行
動
 

今
年
は
「
国
際
森

林
年
」
 

緑

の
山
を

守
り
ま
し
よ

う
 

す： 

「
 



昭和60年5 月号 (5) 金木だよ り （第229号） 

効率の良い薬剤散布で生産性の向上を図ろうー。と、嘉瀬地

区新農業構造改善事業で、りんごの薬剤散布機械スピードスプ

レヤーを導入し、このほど入魂式を行いました。 

企
両
窒
一
 
）」
一言
一
】
 

助
 
授
 
窒
 
‘《
．
 

一
 
，
 
憲
 
，
 イ
男
 

I

"
 

町
鱗
窯
 

I
 
ト

叫
接
窒
 
】

暖

班
 

》
出
 

庁舎 2 階の総務課 

、
 

 

や
ぐ

ば

の
鰹
き
ど

①
総

務
課
 

消
防
か
ら
相
談
ま
で
多
種
多
様
 

一
般
に
“
役
所
仕
事
4
な
ど

と
言
わ
れ
て
い
る
行
政
事
務
も
 

「
役
場
に
出
か
け
る
の
は
良
い

が
何
課
に
行
け
ば
良
い
か
わ
か

ら
な
い
、
こ
の
課
で
は
ど
ん
な

仕
事
を
し
て
い
る
か
い
と
言
っ

た
方
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
 

今
回
か
ら
十

一
回
に
分
け
て

役
場
内
九
課
二
室
三
委
員
会

一

事
務
局
を
紹
介
し
ま
す
。
 

庁
舎
二
階
に
あ
る
総
務
課
は

行
政
協
力
委
員
や
消
防
関
係
の

方
々
の
窓
ロ
と
し
て
重
責
を
担

っ
て
い
ま
す
が
、
町
条
例
に
よ

る
と
①
職
員
の
進

退
身
分
に
関

す
る
こ
と
②
譲
会

に
関
す
る
こ

と
③
行
政
一
般
に
関
す
る
こ
と

④
消
防

に
関
す
る
こ
と
⑤
町
有
 
 

財
産
に
関
す
る
こ
と
⑥
子
算
そ

の
他
財
務
に
関
す
る
こ
と
⑦
他

課
の
所
管
に
属
し
な
い
事
項
。
 

と
い
う
事
務
分
掌
に
大
別
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
を
庶
務
・
行
政
 

・ 財
政
・
管
財
・
消
防
防
災

の

五
係
が
十
三
人
の
職
貝
で
分
担

し
て
い
ま
す
。
 

具
体
的
に
は
、
職
員
の
人
事

給
与
、
条
例
の
制
定
・
改
廃
、
 

総
務
課
長
ー
角
田
昭
次
個

私
の
一
営
ー
地
方
公
務
員
と
し

て
必
要
な
心
構
え
は
沢
山
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
な
か
で
も
大

事
な
こ
と
は
、
関
係
法
令
の
習

得
と
親
切
、
迅
連
な
事
務
処
理
 
 

行
政
協
力
委
貝
会
の
事
務
、
予

算
や
地
方
交
付
税

の
算
定
、・
町

有
財
産
・
単
両
の
管
理
及
び
使

用
、
消
防

・
防
災
の
事
務
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
 

皆
さ
ん
と
接
す
る
機
会

の
少

な
い
課
で
す
が
、
行
政
相
談
や

人
権
相
談
な
ど
各
種
相
談
の
場

を
設
け
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
．
 

に
徹
す
る
こ
と
だ

と
思
っ
て
い

ま
す
。
 

昭
和
1
2年
5
月
8
日
生
ま
れ

役
場
勤
続
ニ
十

五
年
。
 

朝
野
球
の
迷
ピ
ッ
チ
ャ
ー
。
 

只
今
釣
リ
に
熱
中
。
 

導
入
さ
れ
た
ス
ピ
ー
ド
ス
プ

レ
ヤ
ー
は
三
台
で
、
千
リ
ッ
ト

ル
タ
ン
ク
を
有
し
，
毎
時
〇
・

八

ヘ
ク
タ
ー
ル
に
薬
剤
散
布
が

で
き
る
能
力
を
持
ち
、
嘉
瀬
共
 

同
防
除
組
合
 

（
平
川
久
次
郎

組
合
長
）
が
事

業
主
体
と
な
っ

て
購
入
し
た
も

の
で
す
。
 

人
魂
式
は
、
 

嘉
瀬
リ
ん
ご
選

果
場
で
お
ご
そ

か
に
行
わ
れ
、
 

青
崎
忠
直
助
役

ら
が
、
作
業
の

安
全
を
祈
願
し
 

ま
し
た
。
 

こ
の
機
械
の
導
入
に
よ
リ
、
 

薬
剤
散
布
作
業
の
多
い
り
ん
ご
載

培
は
、
効
率
よ
く
、
し
か
も
経
費

節
減
を
計
れ
る
こ
と
か
ら
、
生

産
性
の
向
上
が
望
め
そ
う
で
す
。
 

総
務
庁
で
は
，
金
木
町
住
民
の
行
政
に
関
す
る
苦
情
等

の
相

談
に
応
じ
、
そ
の
解
決
を
手
助
け
す
る

た
め
「
行
政
相
談
制
度
」
 

を
設
け
て

い
ま
す
，
川
談
は
無
料
で
．

H
頭
、
に
rー
、
・り
に

J
 

い
ず
れ
で
も
良
 
一
」
奈
司
いで

す
が

？
 

く
、
秘
密
は
守
 

行
政

相
談
委

員

胃I
 

ら
れ
ま
す
。
役
所
当

・H
巾
一・
出
ー
る
こ
し
三

h
L
に
何
で
も
よ

く
、
仕
事
が
遅
い
、
不
親
切
だ
、
納
得
で
き
な

い
、
手
続
き
が

わ
か
ら
な
い
等
、

日
頃
困
っ
て
い
る
不
満
が
対
象
に
な
リ
ま
す
。
 

!
 

  

行
政
相
談
委
貝
 
葛
西
 
雷
丸

金
木
町
大
字
金
木
字
芦
野
知

電
話
 

5
21
2
7
3
5
 

 

管
理

職

の
プ

ロ
フ
ィ

ー

ル
 

）
ノ
？・

ノ・
ノ・
あ
なた
の
善
意

・‘
ノ
・
ノ
・
ノ

・
ノ
・
I
・
ノ・
ノ？
?
?
？
・
ー
 

、
 

‘
 

一
．
 

‘
 

ニ
  
ー
ー、
 

‘
 
．
 
“
 

、
 

大
僑
一

ー
n
 
金
小
6
年
ー
金
木
神
明
町
）
が
拾
得
金
 

一
 

一

r
四

目
h

ー
川
を
町
に
寄
付
し
て
く
れ
ま
し
た
。
 

一
 

r
・I
？
・
ノ
？・
ノ・
ノ・
ノ
？・
ノ
‘
ノ
・I
‘
ノ
・
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
・I
・
し
 



①  
カ 
I 
ぺ 
ニノ
タ 
~ 
ズ 

②阿部 徳信 A 
③A 級でも優勝ー 

したい。 

②徳田 誠

③万年B級から 

脱却！! 

①
蒔
田
フ
エ
ニ
ッ
ク
ス
（
B
)
 

昭和60年5月号 
	

（第229号） 金木だよ り （6) 

響響~響難響響「響舞費穿磐襲燃受芋。苫警響加。 

223 ム385人が登録 

五
月
＋
二
日
、
芦
野
グ
ラ
ン

ド
で
、
朝
野
球
開
会
式
が
行
わ

れ
、
役
貝
選
手
約
二
百
五
十
人

が
参
加
し
て
今
年
度
の
健
闘
を

誓
い
合
い
ま
し
た
。
 

式
は
、
朝
モ
ヤ
の
晴
れ
た
午

前
五
時
か
ら
行

わ
れ
、
昨
年

度
A
級
優
勝
の
男
寿
し
ク
ラ
ブ
 

チ
ー
ム
と
B
級
優
勝
の
カ
ー
ベ

ン
タ
ー
ズ
チ
ー
ム
が
そ
れ
ぞ
れ

優
勝
旗
を
返
還
。
古
川
竹
夫
同

協
会
長
ら
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
 

来
賓
の
原
田
】
実
県
議
が
 
「事

故
な
く
健
闘
を
祈
り
ま
す
い
と

祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

こ
の
あ
と
、
早
速
試
合
が
始

ま
り
、
抽
選
で
割
リ
当
て
ら
れ

た
、
役
場
対
藤
枝
太
陽
と
原
田

で
ん
き
対
愛
球
会
の
四
チ
ー
ム

が
熱
戦
を
繰
リ
広
げ
ま
し
た
。
 

昨
年
は
、
男
寿
し
ク
ラ
プ
が

県
大
会
へ
出
場
。
三
位
入
賞
の

輝
か
し
い
成
績
を
収
め
、
町
内

野
球
の
レ
ベ
ル
が
県
に
通
じ
る

実
力
を
示
し
て
く
れ
ま
し
た
。
 

①チーム名（）内級別 

②監督名 

③今年の抱負 

順不同・敬称略  

① 
ア 
ポ 
ロ 
」で 
" 

山奇 

A 
②吉崎 功 

③昨年（ 2 位）以 

上の成績を目標  

ケ 
丘 
・サ 
；ノ 

ト 
言，、．,,.,,， 	ピ 
ヒHヒIi」 ーー つ・ア 
ーー 	 b 工 
縄）一致協力し

11、 て上位入賞！！ム 

①
大
東
 

今
年
の
参
加
チ

ー
ム
は
A
級

十
チ
ー
ム
、
B
級
十
ニ
チ
ー
ム

の
ニ
十
ニ
チ
ー
ム
で
、
三
百
八

十
五
人
が
登
録
さ
れ
盛
リ
上
リ

を
見
せ
て
い
ま
す
。
 

①
金
木
愛
球
会

（
A
）
 
念
 
・
 

・

【
 
が
す
 

一
，

一
一
一
 

①
小
田
川
土
地
改
良
区

（
B
)
 

 

.
 
．
 
一
 
一
■
 
し
 
へ
 
 

‘
《
驚講
A
 
 

)

-c
I
t
 

 

①
原
田
で
ん
き
（
A
）
 
で
  

，
・
・H
一
 

‘
 
哲
チ
そ
 
 

【

』
に

N
畦
廟
拠
碑
  

ー
 

 

①
③
 ム

  

①
上
町
ク
ラ
プ

（
B
）
 
球
  

a
r
n
I

ぐ
)
I
T
h
t
1

I
I
L
t
 

 

,
 

t
i
 

 

①
男
寿
し
ク
ラ
プ

（
A
)
 

 

、
十
 
●
 

F
 

 
i
t
 

 

「
‘
 4
 
S伸
班
'
I
 

 

な
 
‘
 
、

村
丸

欄
  

(
 

‘

師

叫
 
U
  

①
芦
野
ク
ラ
ブ

（
B
）
 
を
  

【
 
級
 

 

S

-
E
A
一
 

①
金
木
町
役
場

（
A
）
 
で
 

・
・
二
一

」
ら喜

“
 

助
）
‘

ー
・
 

鷺
・
無
「
 

 

一
ニ
チ
郡
 

②
③
 

①
ダ
ザ
イ
・
カ
フ
エ

（
B
)
 

 

．
で
．
一
 
志

・
 

ト
一・
」
一1

 駿
 
の
 

蔵

、*
1
1
.
.
r
-
{
t
 

 
②
③
 

①
下
山
自
動
卓

（
A
）
 
付
  

，
餌
、
c
,
J
s
t
 

，
弘

m
 

 

①
朝
日
ク
ラ
プ

（
B
）
 
で
 

一
，
 

②
③
  

《
・
 
ク
 

一
、ダ
ソ
 

一
 
 

ー

J●
十ー
 
／
 
弘
 
ワ
 ”
【
 
 

．鷺
、
 

J
f
i
 

 

①
川
倉
愛
球
ク
ラ
プ

（
A
)
 

 

ー
 

②
③
 

旦
一
一一
 

カ
」
 コ
 

①
喜
良
市
俸
球
隊

（
B
)
 

 

、、
り
マ
 

』
 
I
'
 
欧
  

B

一き
》
F
f
l
L
(
 

 

‘
・叫
，
 

財
叫
一
ニ
 

①
C
I
T
y
2
(
A)
 

o
 
 

ー「r
 

ム
化
  

．
 

一
．
一
綱
 
】
 

《
」
 
カノ
  

，

翻
什
噌
 

 

"
 

r
r
m
磯

r
7
 

 

①
金
木
町
役
場
B
(
B
)
 

 

，

ニ
 
一
、
．

川
ず
  

"
 
I
 

 
②
③
 

①
藤
枝
太
陽
ク
ラ
プ

（
A
)
 

 

「
、

J
F

‘
 一
 

②
③
  

J
‘
 

工

A
  

?/
J
 

l
・
 

眠
繊
「
？
 

勝
だ
 

に 	9 
“ソ 

押三 

""yにr旦 

②古川 政信

③優勝してA 級入

リを果たす。 

①
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

（
B
）
 
具
 

ん
な
、
、
 

②
③
  

‘
ー
 
，
 

)
i
 

 

，

ニ
 

I

●
F
昇
・

r
 
 

！

、
、
 
、
一
 

」
，
 

一
 
（

.
 
 

I
 
、
【

I
'
1

，戸
ン
  

"
'
,］
』‘
》r
 
●
 r、
 I
,
 

 

!
,
 

！
 
士
ロ
 
ケ
 

じ
 

●

ー
 
ら
ノ
 

①
イ
ー
グ
ル
ス

（
B
)
 

 

，
引

・H
．
、
．
川
敗

力
  

,
1
 

石
勝
全
 
 

ー
・

、
一
 
弘
視
で
 
 

【
‘
 

孝

無
球
 

②
③
  



昭和60年 5 月号 {7) 金木だよ り （第229号） 

「
 

 

一
 

今
 
謙
光
さ
ん

（
闘
些
）
 

明
ユm
3
0年
3
H
2
6日
生
 

住
所
 
喜
良
市
ド
柏
本
町

◇
朝
四
時
半
頃
起
き
て
朝
刊
を

配
達
。
配
達
先
は
北
本
町
．
南

本
町
、
ド
柏
木
町
の
昭
軒
を
散

歩
が
わ
リ
に
り
畑
や
川
ん
ぱ
で

の
ん
び
リ
仕
事
す
る
の
が
楽
し

み
の

ー
つ
で
す
。
豚
を
二
頭
飼

っ
て
い
ま
す
が
、
毎
u
午
後
か

ら
近
所
の
家
や
小
学
枚
に
残
飯

染
め
。
1
1転
車
？
．
川
ん
ぱ
へ

行
く
と
き
は
こ
れ
が

一
番
。
 

◇
食
ぺ
物
は
な
ん
で
も
食
べ
ま

す
《
で
も
こ
の
頃
歯
っ
コ
弱
っ
 

た
ギ
ャ
固
い
物

マ
ネ
グ
な
っ
た
。
 

昔
は
食
ぺ
物
無

く
て
ー
。
今
は

夏
冬
何
ん
で
し
 

ー
“

・
‘
・‘
 

あ
る
が
ら
f
供

達
も
丈
夫
で
す

ジ
ャ
。
オ
ラ
の
 

f
供
の
頃
、
弱

い
f
が
多
く
て

太
っ
た
“
わ
ら

し
》
イ
ネ
オ
ン
。
 

O
 

お
H
様
と
競
争
で
早
起
 

き
な
今
さ
ん
は
、
黙
り
て
い
る
 

の
が
性
に
合
わ
な
い
様
f
で
．
 

何
か
を
し
て
い
な
い
と
お
ち
つ
 

か
な
い
と
言
い
．
家
の
回
リ
は
 

き
ち
ん
と
整
理
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
 

達
者
で
が
ん
ば
っ
て
緯
燃

鵬
 

晦
如
 

午後から一仕事に出かける今さん 

＊水道週間 ＊ 

6月1日～7日 

未
熟
な
運
転
は
事
故
の
も
と

自
転
車
に
よ
る
交
通
事
故
を
む

く
そ
う
ー
。
と
、
さ
る
＼
り
十

日
金
木
小
学
校

（
浅
木
全

一
被

長
I
児
竜
五
」
九
十
八
人
）
で
 

「
白
転
車
安
全
教
室
」
を
開
き

ま
し
た
。
 

四
年
生
以
上
を
村
象
に
毎
年

行
わ
れ
て
い
る
こ
の
教
室
は
．
 

同
枚
々
庭
に
s
字
や
ジ
グ
ザ
グ

カ
ー
プ
、
踏
切
な
ど
六
カ
所
の

コ
ー
ス
を
設
定
し
、
先
生
方
が

検
定
員
。
五
十
点
満
点
の
う
ち

ニ
ト
点
以
上
の
得
点
で
免
許
証

な
ら
ぬ
 
「合
格
証
」
が
ら
ら
え
 

「自
転
車
」
に
も
「
免
許
証
」
が
 

一

一
 

公
園
内
の

清
掃
を

す
る
児

童
 
 

る
と
い
う
し
く
み
で
、
児
竜
一
一
 

」
十
人
が
、
普
段
乗
リ
慣
れ
た

自
・分
の
自
転
車
で
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
ま
し
た
。
 

こ
の
教
室
で
は
、
踏
切
や
十

字
路
が
大
事
な
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ

ン
ト
で
 
「安
全
確
認
」
を
習
慣

付
け
る
よ
う
に
高
得
点
と
な
っ

て
い
ま
す
。
 

ま
た
こ
の
日
、
去
年
ま
で
の

合
格
片
約
百
人
は
．
さ
く
ら
ま

つ
り
の
終
っ

た
芦
野
公

園
で
 

．燃
え
る
ゴ

・
・い
と
，
燃
え
な
い

ゴ
ミ
・
に
分
け
て
ク
リ
ー
ン
作

戦
を
行

い
ま
し
た
“
 



（第229号） 金木だよ り （8) 昭和60年 5 月号・ 

国
民
年
金
や
簡
易
保
険
の
積

立
金
の
一
部
は
、
地
方
債
と
し

て
町
が
還
元
融
資
を
受
け
事
業

を
す
す
め
て
い
ま
す
。
 

昭
和
五
十
九
年
度
に
完
成
し

た
簡
保
・
年
金
積
立
金
還
元
融

資
施
設
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

廿
国
民
年
金
1
1
 

▽
金
病
I
個
人
用
透
析
装
置
2
 

経
皮
酸
素
分
圧
モ
ニ
タ
ー
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上

部
消
化
管
汎
用
フ
ァ
イ
バ
ー
ス

コ
ー
プ
、
六
チ
ャ

ン
ネ
ル
心
電

計
な
ど
の
医
療
機
器

（
一
千
九

百
万
円
I
計
十
二
機
器
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 6
月
初
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に
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後
1
0
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一
時
ご
ろ
北
西
の
方
向
に
見
 
一
 

一
 

 
えま
す
 

一
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へ
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ー
 

ー
 

ー
 

I
 
ー
 

、
 

▽
町
民
相
撲
場
（
嘉
瀬
）
 

廿
簡
易
保
険

廿
 

▽
中
柏
木

一
番
僑
 

▽
公
園
の
対
岸
用
地
と
東
屋
 

▽
野
崎
二
線
の
道
路
舗
装
 

▽
新
喜
良
市
線
の
道
路
舗
装
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座
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金病に設置された 

6チャンネル心電計 

曹

認
出
 

お
め
で
と
う
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谷
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志

角
田
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和
也
 

、‘ー i・ 

瞥プ警餌 

はじめまして 

祥太ちゃん 

3 月26日生まれ 

体重 3,950グラム 

嘉瀬蛸島浩喜さんの長男 

】‘ 

編二熱,"' 
上 完成したー番橋 

工 公園内の東屋 
一
一
 

く  !諮ニナーをご利用したい 
方は役場企画室まで 

ーり 	可― 

I ／一一 o届けました。 
[ r 	ッノダ白転小白色婦‘ 

0届けました。 
ツノダ白転小白色婦人小 

小体番号 K A67336 
お心当リの方は金木警察署へ 

Iー 	 生後80日の雑種犬 

F 	連絡先小山内正美（5 

0さし上げます。 
生後80日の雑種犬 
連絡先 小山内正美 (52-3363) 

I 	 子供マンガII央I則シ” 
0ご覧ください。 
子供マンガ映画会 

25日後 2 時＝＝金本中央公 

F一-(s"  
I  

片ニゴ125日後 2 時＝＝智、中 I 

I 	.  

v圭発-と'IiI)？万は金不1 
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裕
真
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輝司
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喜
良
市
 

嘉 金

瀬 木 

4 月30日現在 前月比 人

口
と
世
帯
 

男 6,856人 ＋ 5 

女 7,389人 ― 5 

人 口 14,245人 士 0 

-5 

士 0 

世帯数 3,904世帯＋13 
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